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どの動的要素が印象形成に影響を及ぼす可能性も考えられるが，CM本来の自然な状態を被験者  
に提示することを優先した。  
3．手続き及び質問紙の構成   
いずれの大学においても，実験は心理学関連の授業後に一斉に集団で実施した。調査内容は，  
以下の2段階からなる。  
























入させた。   
なお，上記の尺度①～③については，いずれも5段階で評定させた。  
結  果  
1．評定項目からの因子抽出   
モニターへの印象値を基にして因子分析（主因子解，バリマックス回転）を行った。各形容詞  
に対する評定は5件法のSD法で行ったが，分析に際して数値が高いほど肯定的な評価となるよ  
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TabIel 商品評価尺度因子分析結果  
I  h：  
自分も一度試してみたい   
自分には必要のない商品である＊   
健康的にダイエットできそうだ  
．69  ．48  
－．65  ．42  
．59  ．35  
これで減量できたら、自分が変われそうだ  ．51  ．49   
このダイエット方法を普にも薦めたい  ．48  ．26   
値段が高すぎると思う  ．29  ．08   
これを実行するなら周りの人には内緒にしたい ．26  ．07   
続けて飲まなければ、すぐにリバウンドする  ．19  ．03  
寄与率  28．0  
＊：逆転項目， ．40以上の項目を採用  
TabJe2 経験少d，経験多d各群のダイエット方法別頻度（SD）  
ダイエット方法  経験少d（n＝57）経験多d（n＝30）J値（df＝105）   
カロリー計算  
運動  
絶食   
特定食ダイエット  






1．72（0．62）   
2．02（0．48）   
1．18（0．38）   
1．20（0．40）   
l．47（0．50）   
1．35（0．48）   
1．02（0．13）   
1．07（0．32）   
0．99（0，16）   
1．07（0．26）  
1．43（0．57）  2．16＊   
2．07（0．25）  n．s．   
1．57（0．50）  3．72＊＊   
1．45（0．51）  2．33＊   
1．83（0．70）  2．50＊   
1．90（0．40）  5．64＊＊   
1．33（0．48）  3．54＊＊   
1．27（0．45）  2．13＊   
1．06（0．33）  n．s．   
1．37（0．56）  2．77＊＊  
＊p＜．05， ＊＊p＜．01  
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Table3 各変数の群別平均値（5β）   
nd   健康d  経験少d 経験多d F値   
（n＝26）（n＝57）（n＝57）（n＝30）（d仁166）  
多重比較  
11．93  12．50  
（2．83） （2．77）  




（2．64）   
15．37  
（1．97）   
25．93  
（7．22）  














． ．．? nd，健康d＞経験多d  
n．S  
9．63  
（1．64）   
経験多d＞nd，健康d，経験少d  2．73＊  
13．22  16．57  
（4．58）  （4．01）  
11．62   13．07  
（5．17） （4．40）   
19．77   20．47  
（1．88） （1．82）  
6．09＊＊ 経験多d＞nd，健康d，経験少d  
2・糾＊   経験多d＞nd  
＊p＜．05，＊＊p＜．01   得点の範囲は1）5～25 2り）6）4～20 4）10～50 5）8）7～35 7）3～15  
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Tab】e4 商品評価を目的変数とした重回帰分析  
説明変数  標準偏回帰係数  重相関係数   
身体の非監視  －．32＊＊   
社会的望ましさ  ．19＊＊   
ダイエット経験歴   ．15＊  
BMI  ，14＊  
．46＊  










1．モニターヘの印象度と商品評価との関係   
被験者と同性かつ同世代のモニターによるダイエット食品に対するコメントを聞き，そのモニ  
ターに村する印象形成を行った結果，いわゆる対人認知の3次元（社会的望ましさ，活動性，個  
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